
地域での温室効果ガス削減対策を進め、低炭素社会づく
りに取り組むことで、※地球温暖化の防止をめざします。

3Rの推進に取り組み、生活や事業活動の中でごみ減量を
実践していく社会をめざします。

豊かな自然と暮らしやすい生活環境を守り、将来へ引き
継げるまちづくりに努めます。

　前章に掲げた施策の取り組み状況を確認するため、本市の環境面を象徴する成果指標を

設定し、それぞれに掲げます。

　現在、国では将来の電源構成や温室効果ガス排出量の新たな削減目標について検討中です。

　国の新削減目標・将来の電源構成・排出量の将来推計マニュアル等の発表を受けて、久

留米市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の目標を変更しますので、その目標が当基

本計画の目標となります。 （平成27年3月現在）

（1990年比）
久留米市の温室効果ガス排出量の削減

低炭素社会の構築

豊かな自然環境の保全と共生 快適な生活環境の保全

（満足・おおむね満足と答えた人の割合）
周辺環境の満足度緑の量

（公園・市民の森・保存樹木・花と緑の名所等の合計面積）

6.7％減少
2011年度

320ha
2010年度

346ha
2020年度

28.2%
2010年度

50%以上
2020年度

25％削減
2020年度

945g
2009年度

920g
2020年度

循環型社会の構築

市民一人一日あたりのごみの排出量

自然・緑とふれあえる魅力あるまちづくりに努めます。

※市民の半数以上が満足できることを目標として設定※公園等の整備面積の伸びを延伸推計した数値を目標と
　して設定

※「2020年までに1990年比で25％削減する」という政府方
針にあわせた目標を設定

※国の2015年度目標、2007年度排出量（1,020g）の5％削
減に5％上乗せした10％削減で設定
参考：全国平均1,033g（2008年度）

※久留米市温室効果ガス排出量の削減目標について

第1節 数値目標
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　数値目標の達成に向けて本計画を着実に推進するため、より実効的、具体的な取り組みに

ついて行動計画を策定し、各施策を計画的に実行します。

　また、その進捗状況や取り組み結果を公表します。

　環境基本計画に示す※地球温暖化対策等に関する具体的な個別計画として位置づけ策定

するものです。本市の特性や地域資源、社会状況を踏まえ、市民、事業者、市などが一体となっ

て、地球温暖化防止に向け、※温室効果ガスの削減等のための施策を展開するものです。

（1）久留米市環境基本計画に基づく行動計画

（2）久留米市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

第2節 行動計画
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